
鼓
月
会

こ

げ
つ

か
い

平
成

年
入
会

19

◆

設
立
（平
成
７
年
）

平
成

年
、
尼
崎
市
で
囃
子
方
を
専
門
と
す
る
一

7

世
望
月
太
意
作
が
徳
島
に
「
鼓
月
会
」
を
設
立
、
教

授
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

年
に
、
二

19

世
望
月
太
意
作
が
襲
名
、
演
奏
・
教
授
活
動
を
継
承

し
た
。
鼓
月
会
（
徳
島
）
代
表
は
、
そ
の
弟
子
が
勤

め
て
い
る
。

◆

代
表
者

一
世
望
月
太
意
作
（
（
平
成

年
～
平
成

年
逝
去
）

も
ち
づ
き
た
い
さ
く

7

19

二
世
望
月
太
意
作
（
平
成

年
～
現
在
）

も
ち
づ
き
た
い
さ
く

19

徳
島
の
稽
古
場

門
下

松
永
和
登
栄
（
～
平
成

年
）

ま
つ
な
が
わ
と
え

27

門
下

望

月

作

音
（
平
成

年
～
現
在
）

も
ち
づ
き
さ
く
ね

27

◆

邦
楽
大
会
出
演
の
記
録

第

回
「
元
禄
花
見
踊
」

36
第

回
「
越
後
獅
子
」「
小
鍛
冶
」

40
第

回
「
元
禄
花
見
踊
」

41
第

回
「
岸
の
柳
」

42
第

回
「
小
鍛
冶
」

43
第

回
「
小
鍛
冶
」

44
第

回
「
神
田
祭
」

46
第

回
「
勧
進
帳
」

47
第

回
「
吉
原
雀
」

48
第

回
「
供
奴
」

49
第

回
「
勧
進
帳
」

50
◆

会
派
に
つ
い
て

安
永
年
間
（
１
７
７
２
～
１
７
８
１
）
に
小
鼓
方

と
し
て
活
躍
し
た
望
月
太
左
衛
門
を
初
世
と
し
、
今

日
ま
で
十
二
世
を
数
え
る
。
鳴
物
の
記
譜
法
の
考
案

や
人
間
国
宝
の
排
出
な
ど
隆
盛
を
誇
る
。
現
一
二
世

家
元
・
望
月
太
左
衛
門
は
、
東
京
都
中
央
区
在
住
に

て
流
派
を
束
ね
る
。

◆

稽
古
場

望
月
作
音
（
笠
井
）

徳
島
市
弓
町
３

０
９
０
（
７
５
７
７
）
７
７
１
６

〔
二
世
望
月
太
意
作
〕

鼓
月
会
は
、
私
の
父
一
世
望
月
太
意
作
が

当
地
徳
島
で
平
成

年
（
１
９
９
５
年
）
に

7

始
め
た
も
の
で
す
。
父
亡
き
後
、
平
成

年
19

（
２
０
０
７
年
）
よ
り
私
が
徳
島
に
稽
古
に

来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
故
春
名
完
二
先

生
か
ら
お
誘
い
を
頂
い
て
徳
島
県
邦
楽
協
会

に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
春
名
先
生
は

父
と
は
大
変
懇
意
に
し
て
戴
い
た
様
で
、
た

び
た
び
共
演
の
機
会
を
弟
子
た
ち
に
与
え
て

下
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
長
唄
囃
子
に
も
出
演
枠
を
頂
い
て
、

長
唄
勧
進
帳
、
供
奴
な
ど
囃
子
の
賑
や
か
な

曲
を
邦
楽
大
会
や
徳
島
市
芸
能
祭
の
大
き
な

舞
台
で
弟
子
達
に
勉
強
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
の
立
派
な
舞
台
で
の

演
奏
は
稽
古
の
励
み
に
な
り
、
私
、
弟
子
一

同
供
に
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
る
徳
島
県

邦
楽
協
会
の
立
派
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
又
、

五
十
年
も
の
間
続
け
て
下
さ
っ
た
諸
先
輩
方
、

現
役
の
役
員
の
方
々
に
た
だ
た
だ
感
謝
し
、

私
も
徳
島
県
の
邦
楽
の
為
に
、
長
唄
囃
子
を

業
い
と
す
る
者
と
し
て
、
微
々
な
が
ら
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

邦
楽
協
会
発
足
五
十
周
年
に
寄
せ
て

二
世
望
月
太
意
作



平 成 28年 10月 9日

第 48回 邦 楽 大 会

あ わ ぎ ん ホ ー ル

平 成 29年 ４ 月

長 唄 「 供 奴 」

大 槻 能 楽 堂

太
意
作
先
生
は
、
関
西
を
中
心
に
文
楽
、

日
本
舞
踊
、
歌
舞
伎
な
ど
の
公
演
で
演
奏
し

て
い
ま
す
。
そ
の
確
か
な
技
術
と
豊
富
な
舞

台
経
験
丁
寧
な
指
導
で
、
充
実
し
た
お
稽
古

を
付
け
て
頂
い
て
い
ま
す
。
お
手
本
の
演
奏

は
素
晴
ら
し
く
た
め
息
が
出
ま
す
。
徳
島
で

こ
の
様
な
本
格
的
な
レ
ベ
ル
の
高
い
指
導
を

受
け
ら
れ
る
の
は
有
難
い
事
で
す
。

ま
た
、
関
西
人
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
で
お
稽

古
場
は
い
つ
も
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。
つ
い

つ
い
お
喋
り
も
盛
り
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

初
心
者
で
も
鼓
の
持
ち
方
か
ら
丁
寧
に
教
え

て
く
れ
ま
す
。
お
稽
古
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

望
月
作
音

平 成 28年 10月 9日

第 48回 邦 楽 大 会 「 新 撰 恵 比 寿 寶 船 」

あ わ ぎ ん ホ ー ル


